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   A 36-year-old female was admitted to Asahi General Hospital because of hypertension. 
Laboratory findings showed elevated levels of urine 17 (11 )-hydroxycorticosteroid and blood 
cortisol. Computerized tomography and ultrasound sonography demonstrated a round tumor at the 
suprarenal region. The black tumor, 5x3x2 cm, was removed by left adrenalectomy. Microscopic 
findings revealed adrenal adenoma consisting of compact cells containing numerous pigmented 
granules. Postoperative course was uneventful. Hormonal condition was recovered 11 months after 
operation.
(Acta Urol. Jpn. 34: 2155-2159, 1988)
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す る.
緒 言
内分泌 非 活性 の 副 腎blacknoduleはし ば し ば発
見 され るが,内 分 泌 活性 を示 すblackadcnomaは比
較 的 稀 と され てい る.そ の 内 分 泌活 性 は文 献 上Cush_
ing症候 群 を呈 して くる場 合 が ほ とん どで,わ が 国に
お け る30例の報 告 で も,い ず れ もCushing症候 群 を
示 して い る.今 回,わ れ われ もCushing症候 群 を示
したblackadenomaの1例 を 経 験 し た の で 報 告
症
患 者:36歳,女 性










部 脂肪 腫摘 出術 を 当院 外科 に て 施 行 した.そ の 時,
210/120の高血 圧 を指 摘 され,精 査 目的 で当 科 へ 転科
した.
入 院 時 現症:1長148.5cm,体重67kg,血 圧200/
130,顔面 は満 月 様 で尋 常性 座 瘡 が 多発 し,1111周辺 の体
毛 は濃 か った.後 頸 部 ～背 部 にbuffalohumpあり,
胸腹 部 は 肥満 著 明 で,赤 紫色 のstriaが多 数認 め ら
れ た。
一 般 検 査=血 液検 査;WBC5 ,900/mm3,RBC429
万/mm3,Hb14,2g/dl,Ht44%、血 小 板24.3万/mm3,
血 液 生 化学;GOTgIUILGPT131U/1,LDH
3851u/l,T-Bi】0.4mg/dl、TP6.49/dl,UA4.7mg/
di,BUN9mg!dl,Cagmg!dl,P3.7mg/dl,検尿;
尿培 養 異常 な し,5090GTTこ 前 値83mg/dl,30分
値1.56mg/d160分f直194mg/dl,120分値84mg/dL






















Fig.2.エ コ ー 左 腎 上 極 内 側 に 直 径2cmの
hypoechoicmassを認 め る.
mg/dl,血中AcTH;6時,19時 と も20P9!d1以下 ・
デ キサ メサ ゾ ン抑制 試 験;抑 制 され ず,ACTH試 験;
無 反 応,尿 中170HCS20.4mg/dl,血中 レニ ン活 性
o.ng/ml,血中 アル ドス テ ・ン120P9!ml,左副 腎 静













Fig.4.光顕 的 に は 好酸 球 性 の胞 体 を 有 す るCom -
pactcellによ り占 め られ て い た.(x50)
Fig・5・電 顕 的 に は胞 体 内 に 大小 不 同 の 比較 的 電 子
密 度 の一 定 した 色 素穎 粒,良 くノz_t.した ミ
トコ ン ドリアが認 め られ た.(.一 、哺)
Table1.
藤 田,ほ か:Cushing症候 群 ・Blackadenoma
本 邦 に お け るCushing症候 群 を 呈 したblackadenomaの報 告 例
2157
報告者 年 性 患 大 きさ(cm)重 量ACTH
テス ト令 側
(B)




























































































































































































術後の経過1術 後のステロイ ド補充はハイ ドロコー
2158 泌尿紀要34巻12号1988年
チ ゾ ン300mg/dayより漸 減 させ た.第7病 日 よ り
プ レ ドニ ン30mg/dayを内服 させ,術 後11ヵ月 で ス
テ ロイ ドよ り離脱 で きた.
考 察
Blackadenomaは肉眼 的 に 黒色 を 呈す るが,組 織
学 的 に は ほ とん どco皿pactcellよりな り,細 胞質
は 脂 質に 乏 し く,滑 面 小 胞体 が よ く発 達 してお り,大
小 の ミ トコ ン ドリアが 存 在 し,リ ポ フ スチ ン願 粒 が豊
富 で あ る.そ して 腫瘍 の 黒 色は この 穎粒 に よる と され
て い る.blackadenomaは内分 泌 活性 を 有す る狭 義
のblackadenomaと無機 能 なblacknoduleとに
分 け られ る.そ して 両者 の 細胞 の 穎 粒は 同 一 の もの と
され て いた.し か し 最 近Suzukiら1)は両者 を 比較
し,組 織 化 学 的検 査 で他 の 報告2-4)同様 どち ら の願 粒
も リポ フス チ ンであ ったが,電 顕 的 に両 者 は異 な る と
し,そ の起 源 も異 なる と推 測 してい る.
Rob五nsonら(1973年)2)は剖検 例100例の うち37例
に 無 機能 なblacknoduleを認 め た と し て い る.本
邦 に お い て も雷 ら(1980)3)は100例中10例に無 機 能 な
blacknoduleを認 め た と して い る.そ して40歳以 前
の例 で は1例 もblacknoduleを認 め て い な い こ と
か ら本病 態 は 加齢 と関 係 が ある と した が,こ の ことは
noduleに蓄 積 す る リポ フスチ ソが 一般 に心,肝 な ど
脂質 代 謝 が盛 ん な臓 器 に加 齢 と ともに蓄 積 す る とされ
て いる こ とか ら も推 測 され る.一 方 機 能 を有す る もの
と して はSymington(1969年)5⊃が,最 初 に報 告 して
お り,本邦 では 森脇 ら(1974年)6)の報 告 以来Cushing
症候 群 を 呈 し たblackadenomaは自験 例 を 含 め31
例 が報 告 さ れ て いる(Table1).記載 の 明 ら か な も
の に よ る と,年 齢は12～58歳,平 均3L8歳 とblack
noduleと比 べ若 年 者 に 多い.そ の他,男 女 比 は1:
2.56と女 性 に 多 く,腫 瘍 重 量 は3.8～26g,平均9.69
で 臨床 経 過 は3～17年,平 均6.1年で あ った.
辻 ら,〉は 術前 にblackadenomaを診 断 した と報
告 し て い るが,一 般 に 術前 に診 断す るの は 困難 であ
る.副 腎blackadenomaは束状 層 由来 で あ る が,
組 織学 的 に は網 状 層 の細 胞 に類 似 した 腫瘍 で,こ のた
め 機 能的 に もcortiso1の他 にandrogenを分 泌 し,
そ の結 果170HCS,17KSが 共 に高値 を 示 す 特 徴を
有 す る と され て い る.し か しKomiyaら8⊃は,black
adenomaの尿中17KSは 黄 色 のCushing症候 群
を 呈す るadenomaや 副腎 皮 質過 形 成 の そ れ よ りも
低 値 であ った と して お り,尿 中17KSの 高値 のみ を
も ってblackadenomaの診 断 は 下 し得 な い で あ ろ
う.ま た 彼 ら8)はblackadcnomaの鑑 別診 断 にCT
が有用で黄色のCushing症候群を 呈するadenoma
や副腎皮質形成,黄 色 のaldosteronismを呈す る
adenomaでは,腫 瘍または副腎皮質は腎皮質に比ぺ
低いCT値 をもつが,blackadenomaでは高いかあ
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